
平
成
二
十
六
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
一
〇
回
大
会
案
内
・
要
旨
集

期
日

十
一
月
八
日
（
土
）・
九
日
（
日
）・
十
日
（
月
）

会
場

弘
前
大
学
教
育
学
部
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平
成
二
十
六
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
一
〇
回
大
会
案
内

○
同
封
の
葉
書
に
出
欠
を
ご
記
入
の
上
、
十
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
に
必
ず
着
く
よ
う
に
ご
返
送
く
だ
さ
い
（
ご
欠
席
の
場
合
も
必
ず
ご
返
送
を
お
願
い
し
ま
す
）。

○
十
一
月
八
日
（
土
）
の
、
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
／
委
員
の
み
）、
懇
親
会
費
（
一
般
・
八
、
〇
〇
〇
円
、
大
学
院
生
・
六
、
〇
〇
〇
円
）、
レ
ジ
ュ
メ
資
料
代

（
一
、
〇
〇
〇
円
）、
十
一
月
九
日
（
日
）
の
昼
食
代
（
一
、
〇
〇
〇
円
）、
十
一
月
十
日
（
月
）
の
文
学
実
地
踏
査
費
用
（
六
、
〇
〇
〇
円
）
は
、
同
封
の
郵
便

振
替
用
紙
（
口
座
番
号
／
〇
二
二
一
〇
―
九
―
一
一
四
九
四
七
、
口
座
名
称
／
全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
第
１
１
０
回
大
会
）
に
て
十
月
二
十
日
（
月
）
ま
で
に

お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

○
大
会
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
左
記
の
大
会
担
当
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〒

―

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

036
8560

弘
前
大
学
教
育
学
部

郡
千
寿
子
研
究
室

メ
ー
ル

chizuko@cc.hirosaki-u.ac.jp

E

FAX

〇
一
七
二
―
三
九
―
三
三
三
六

○
出
張
依
頼
状
が
必
要
な
方
は
、
提
出
先
の
宛
名
と
送
り
先
を
明
記
の
上
、
左
記
の
当
学
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〒

―

群
馬
県
佐
波
郡
玉
村
町
上
之
手
一
三
九
五
―
一

370
1193

群
馬
県
立
女
子
大
学
文
学
部
国
文
学
科
北
川
研
究
室
内

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会
事
務
局

メ
ー
ル

zenkoku.gpw
u2014@gm

ail.com
E

FAX
〇
五
〇
―
三
七
三
〇
―
〇
〇
八
六

○
弘
前
大
学
附
属
図
書
館
は
、
八
日
（
土
）
九
日
（
日
）
は

～

時
開
館
で
、
一
般
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

10

17

弘
前
大
学
資
料
館
は
、
八
日
（
土
）

～

時
開
館
（
日
曜
は
閉
館
）
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

10

16
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第
一
日

平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日(

土)

弘
前
大
学
教
育
学
部

常

任

委

員

会(

時

分
～

時

分)

教
育
学
部
二
階

２
０
２

11

00

11

30

委

員

会(

時

分
～

時

分)

教
育
学
部
二
階

２
０
３

11

30

12

30

大

会
受
付

時

分
～

12

30

開
会

時

分

13

00

会
場

教
育
学
部
一
階
大
教
室

開

会

の

辞

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
宮
城
学
院
女
子
大
学
名
誉
教
授

犬
飼

公
之

会

長

挨

拶

本
学
会
会
長
・
京
都
市
立
芸
術
大
学
名
誉
教
授

中
西

進

会

場

校

挨

拶

弘
前
大
学
学
長

佐
藤

敬

青
森
県
知
事
挨
拶

青
森
県
知
事

三
村

申
吾

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（

時

分
～

時

分
）

13

10

17

00

テ
ー
マ

「
北
」
の
も
の
が
た
り
―
「
北
」
の
思
考
・
心
性
の
北
方
的
な
る
も
の
―

基
調
講
演
（

時

分
～

時

分
）

13

10

14

10

神
に
祀
ら
れ
た
藩
主
―
弘
前
藩
四
代
藩
主
津
軽
信
政
の
明
と
暗
―

弘
前
大
学
名
誉
教
授
・
弘
前
市
立
博
物
館
長

長
谷
川
成
一

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（

時

分
～

時

分
）

14

30

17

00

パ
ネ
リ
ス
ト

北
東
北
と
中
世
文
学
―
中
央
と
の
関
連
を
中
心
に
―

専
修
大
学
教
授

石
黒
吉
次
郎

描
か
れ
た
北
海
道
―
新
天
地
・
国
策
・
流
れ
者
―

北
海
道
文
教
大
学
教
授

神
谷

忠
孝

日
本
仏
教
史
に
お
け
る
北
の
意
義
―
北
方
地
域
の
開
拓
と
開
教
―

北
海
道
教
育
大
学
特
任
教
授

佐
々
木

馨

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

東
北
大
学
教
授

佐
倉

由
泰
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懇
親
会
（

時

分
～

時

分
）

18

00

20

00

会
場

翠
明
荘
（
明
治
二
十
八
年
建
築
、
屋
久
杉
一
枚
板
天
井
な
ど
意
匠
凝
ら
し
た
内
装
の
料
亭
）

弘
前
市
元
寺
町
六
九
（
電
話
〇
一
七
二
・
三
二
・
八
二
八
一
）

会
費

一
般

八
、
〇
〇
〇
円

大
学
院
生

六
、
〇
〇
〇
円

第
二
日

十
一
月
九
日
（
日
）

受
付
開
始
９
時

分

弘
前
大
学
教
育
学
部

30

研
究
発
表
会
《
Ａ
会
場
》

会
場

教
育
学
部
一
階
大
教
室

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
奈
良
大
学
教
授

上
野

誠

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

9

50

12

00

『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
死
と
月
―
「
ゆ
ゆ
し
」
き
月
影
を
め
ぐ
っ
て
―

発
表
者
／
東
洋
大
学
大
学
院
生

市
東

あ
や

司

会
／
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

吉
井

美
弥
子

藤
壺
の
「
御
か
は
り
」
と
し
て
の
王
命
婦
―
冷
泉
帝
の
御
代
安
泰
の
論
理
―

発
表
者
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

大
津

直
子

司

会
／
早
稲
田
大
学
非
常
勤
講
師

吉
井

美
弥
子

〈
休
憩
〉

倭
訓
栞
の
和
歌

発
表
者
／
弘
前
大
学
教
育
学
部
専
任
講
師

平
井

吾
門

司

会
／
駒
澤
大
学
教
授

萩
原

義
雄

昼
食
・
休
憩
（

時

分
～

時

分
）

12

00

13

00
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午
後
の
部
（

時

分
～

時

分
）

13

00

15

50

シ
フ
ェ
ー
ル
訳
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
親
子
関
係
―om

bre

の
表
象
す
る
も
の
―

発
表
者
／
日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

常
田

槙
子

司

会
／
立
教
大
学
教
授

小
嶋

菜
温
子

近
代
の
『
竹
取
物
語
』
流
布
に
つ
い
て
―
教
科
書
、
絵
本
を
中
心
と
し
て
―

発
表
者
／
弘
前
大
学
大
学
院
生

小
西

周
平

司

会
／
立
教
大
学
教
授

小
嶋

菜
温
子

〈
休
憩
〉

「
師
表
」
か
ら
「
歴
史
」
へ
―
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
西
鶴
流
行
現
象
と
内
田
不
知
庵

発
表
者
／
木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師

大
貫

俊
彦

司

会
／
清
泉
女
子
大
学
教
授

佐
伯

孝
弘

イ
メ
ー
ジ
は
文
学
と
い
か
に
関
わ
る
か
―
文
学
の
発
生
に
関
す
る
一
私
論
―

発
表
者
／
苫
小
牧
駒
澤
大
学
教
授

林

晃
平

司

会
／
大
正
大
学
特
命
教
授

三
角

洋
一

研
究
発
表
会
《
Ｂ
会
場
》

会
場

教
育
学
部
二
階
大
教
室

総
合
司
会
／
本
学
会
常
任
委
員
・
大
東
文
化
大
学
教
授

藏
中

し
の
ぶ

午
前
の
部
（

時

分
～

時

分
）

9

50

12

00

『
日
本
霊
異
記
』
の
地
名

発
表
者
／
元
國
學
院
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

岩
井

護

司

会
／
群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

北
川

和
秀

〈
休
憩
〉
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大
英
博
物
館
所
蔵
『
伊
吹
童
子
』
考
―
弥
三
郎
と
酒
呑
童
子
の
造
形
に
着
目
し
て
―

発
表
者
／
日
本
大
学
大
学
院
生

荒
川

真
一

司

会
／
慶
應
義
塾
大
学
教
授

石
川

透

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
殺
人
―
柳
美
里
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
論
―

発
表
者
／
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

康

潤
伊

司

会
／
駒
沢
女
子
大
学
特
任
教
授

松
村

良

授

賞

式
《
Ａ
会
場
》

（

時

分
～

時

分
）

15

50

16

00

研
究
発
表
奨
励
賞

閉
会
の
辞

本
大
会
実
行
委
員
長
／
本
学
会
常
任
委
員
・
弘
前
大
学
教
授

郡

千
寿
子

第
三
日

十
一
月
十
日
（
月
）

文
学
実
地
踏
査

テ
ー
マ
「
太
宰
治
の
故
郷
を
歩
く
」（
参
加
費
用
六
、
〇
〇
〇
円
に
は
、
昼
食
代
、
入
館
料
等
を
含
み
ま
す
）

弘
前
駅
東
口
９
時
集
合
―
太
宰
ま
な
び
の
家
―
金
木

斜
陽
館
・
太
宰
疎
開
の
家
―
三
内
丸
山
遺
跡
―
青
森
県
近
代
文
学
館
―
新
青
森
駅
（

時
頃
予
定
）

17

―
青
森
空
港
（

時
半
頃
予
定
）

17
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平
成
二
十
六
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
一
〇
回
大
会

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
北
」
の
も
の
が
た
り
―
「
北
」
の
思
考
・
心
性
の
北
方
的
な
る
も
の
―

「
北
」
の
持
つ
地
理
的
特
性
、
風
土
的
特
性
あ
る
い
は
文
化
的
特
性
の
な
か
で
生
ま
れ
、
語
ら
れ
た
も
の
の
価
値
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
か
つ
て
蛮
夷
の
国
と

し
て
恐
怖
、
怪
異
の
対
象
で
あ
り
、
一
方
で
は
都
人
の
憧
れ
の
歌
枕
の
国
で
も
あ
っ
た
「
北
」
は
、

そ
の
の
ち
、
制
圧
・
支
配
の
対
象
と
な
り
、
物
的
・
人
的
資

産
の
供
給
地
と
な
る
一
方
、
景
観
・
風
景
や
名
勝
を
提
供
す
る
国
々
と
も
な
っ
た
。

こ
う
し
た
環
境
と
歴
史
の
「
北
」
に
生
ま
れ
た
も
の
が
た
り
に
お
い
て
、「
北
」
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
、
描
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
「
北
」
の

独
自
性
は
、
は
た
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

物
語
、
小
説
、
伝
説
、
芸
能
、
宗
教
、
思
想
、
政
治
経
済
史
に
み
ら
れ
る
北
の
思
考
、
北
の
心
性
に
お
け
る
そ
の
北
方
的
な
る
も
の
と
は
何
か
、
と
い
う
問
い

を
通
し
て
、「
北
」
に
対
す
る
意
識
、
表
象
の
中
か
ら
「
北
」
の
存
在
意
義
を
確
か
め
た
い
。

な
お
、
こ
こ
で
の
「
北
」
の
範
囲
は
、
北
奥
、
北
東
北
を
中
心
と
し
つ
つ
、
東
北
以
北
、
北
海
道
を
も
含
む
地
域
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

基
調
講
演

神
に
祀
ら
れ
た
藩
主
―
弘
前
藩
四
代
藩
主
津
軽
信
政
の
明
と
暗
―

弘
前
大
学
名
誉
教
授
・
弘
前
市
立
博
物
館
長

長
谷
川
成
一

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト

北
東
北
と
中
世
文
学
―
中
央
と
の
関
連
を
中
心
に
―

専
修
大
学
教
授

石
黒
吉
次
郎

描
か
れ
た
北
海
道
―
新
天
地
・
国
策
・
流
れ
者
―

北
海
道
文
教
大
学
教
授

神
谷

忠
孝

日
本
仏
教
史
に
お
け
る
北
の
意
義
―
北
方
地
域
の
開
拓
と
開
教
―

北
海
道
教
育
大
学
特
任
教
授

佐
々
木

馨

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
司
会

東
北
大
学
教
授

佐
倉

由
泰
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平
成
二
十
六
年
度
冬
季

全
国
大
学
国
語
国
文
学
会

第
一
一
〇
回
大
会

研
究
発
表
会

【
研
究
発
表
会
／
Ａ
会
場

午
前
】

『
更
級
日
記
』
に
お
け
る
死
と
月

―
「
ゆ
ゆ
し
」
き
月
影
を
め
ぐ
っ
て
―

東
洋
大
学
大
学
院
生

市
東

あ
や

姉
の
死
の
後
、
遺
さ
れ
た
姪
た
ち
を
引
き
取
っ
た
作
者
は
、
荒
れ
た
家
の
屋

根
か
ら
漏
れ
出
る
月
光
を
「
ゆ
ゆ
し
」
と
感
じ
、
月
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に

袖
で
姪
の
顔
を
覆
う
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の
行
動
の
動
機
に
つ
い

て
の
見
解
は
諸
注
釈
で
も
分
か
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
場
面
で
は

「
月
」
が
作
者
の
姉
の
、
ひ
い
て
は
そ
の
遺
児
で
あ
る
姪
た
ち
の
死
を
連
想
さ

せ
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

月
を
見
る
こ
と
、
月
光
に
当
た
る
こ
と
を
忌
避
す
る
思
想
は
、
日
本
古
来
の

も
の
で
あ
る
と
も
、
『
白
氏
文
集
』
の
詩
の
一
節
に
よ
る
と
も
言
わ
れ
、
今
日

で
も
意
見
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
方
で
、
『
源
氏
物
語
』
夕
顔
巻
な

ど
に
も
例
の
あ
る
よ
う
に
、
物
語
の
人
物
の
死
の
場
面
に
「
月
」
が
描
か
れ
る

こ
と
は
珍
し
く
な
い
。

振
り
返
っ
て
『
更
級
日
記
』
の
「
月
」
を
み
て
い
く
と
、
作
者
十
三
歳
か
ら

二
十
歳
頃
に
か
け
て
の
少
女
期
に
か
け
て
は
あ
ま
り
月
の
描
写
は
多
く
な
く
、

そ
の
中
で
乳
母
と
姉
の
死
に
関
わ
る
部
分
に
は
「
あ
は
れ
」
「
ゆ
ゆ
し
」
な
ど

の
語
と
共
に
月
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
死
に
ま
つ
わ
る
「
月
」
の
描
写

は
、
宮
仕
え
以
後
の
日
記
に
多
く
あ
ら
わ
れ
る
賞
美
の
月
と
比
べ
て
、
明
ら
か

に
表
現
の
質
を
異
に
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。月
光
に
照
ら
さ
れ
る
こ
と
を
「
ゆ

ゆ
し
」
と
す
る
叙
述
は
、
作
者
の
少
女
期
に
お
け
る
「
月
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
体

現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
「
月
の
顔
見
る
は
忌
む
こ
と
」
と
い
う
民
俗
思
想
、

ま
た
平
安
文
学
に
あ
ら
わ
れ
る
死
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
の
「
月
」
の
表
現
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
『
更
級
日
記
』
の
「
月
」
に
見
え
る
作
者
の
心
情
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
く
。
作
者
の
晩
年
の
回
想
と
い
う
形
で
描
か
れ
る
日
記
文
学
に
お
い

て
、
鄙
の
地
に
暮
ら
し
た
夢
見
が
ち
な
前
半
生
と
、
都
に
出
て
か
ら
の
後
半
生

で
、
作
者
が
意
図
的
に
「
月
」
の
モ
チ
ー
フ
を
変
化
さ
せ
て
い
る
の
だ
と
す
れ

ば
、
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
や
『
夜
の
寝
覚
』
の
作
者
と
も
目
さ
れ
る
菅
原
孝

標
女
の
、
物
語
作
家
的
側
面
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。藤

壺
の
「
御
か
は
り
」
と
し
て
の
王
命
婦

―
冷
泉
帝
の
御
代
安
泰
の
論
理
―日

本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員

大
津

直
子

藤
壺
薨
御
の
後
、
光
源
氏
は
密
通
の
秘
事
を
冷
泉
帝
に
漏
ら
し
た
か
否
か
を

王
命
婦
に
質
す
。
王
命
婦
は
藤
壺
が
秘
事
を
守
り
ぬ
い
た
こ
と
、
む
し
ろ
実
父

に
礼
を
尽
せ
ぬ
帝
を
案
じ
て
い
た
こ
と
を
明
か
す
。
「
薄
雲
」
巻
の
こ
の
場
面

を
も
っ
て
、
禁
忌
の
恋
を
支
え
続
け
た
王
命
婦
は
物
語
か
ら
退
場
す
る
の
で
あ

る
。本

発
表
が
ま
ず
着
目
す
る
の
は
、
彼
女
が
「
御
匣
殿
の
か
は
り
た
る
と
こ
ろ

に
移
り
」
、「
曹
司
」
を
賜
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
は
御
匣
殿

別
当
の
、
①
後
任
と
す
る
説
、
②
直
廬
を
継
承
し
た
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
が
、

結
論
が
出
て
い
な
い
。
十
世
紀
後
半
以
降
、
御
匣
殿
別
当
は
事
実
上
の
天
皇
の

侍
妾
と
な
っ
て
ゆ
く
。
と
こ
ろ
が
王
命
婦
は
「
賢
木
」
巻
で
藤
壺
に
従
っ
て
出
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家
し
て
お
り
、
侍
妾
と
な
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
も
そ
も
、
尼
で
あ
る
彼

女
が
な
ぜ
宮
中
に
直
廬
を
賜
っ
て
い
る
の
か
。
な
ぜ
物
語
は
、
彼
女
の
最
後
の

登
場
場
面
で
御
匣
殿
別
当
と
の
関
わ
り
に
言
及
す
る
の
か
。
現
在
の
読
み
で
は

合
理
的
な
説
明
が
成
り
立
た
な
い
こ
の
問
い
に
は
、
物
語
の
深
層
に
底
流
す
る

古
代
的
発
想
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
。

御
匣
殿
の
職
掌
で
あ
る
装
束
裁
縫
と
は
、
本
来
布
帛
を
裁
ち
縫
う
こ
と
を
以

っ
て
人
型
を
象
る
行
為
で
も
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
天
皇
の
御
衣
は
王
の
祭
祀
権

と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
『
小
野
宮
年
中
行
事
』
所
引
「
弘
仁
神
祇
式
」

に
は
、
御
匣
殿
が
天
皇
の
活
力
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
儀
式
で
あ
る
鎮
魂
祭
に

奉
仕
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
『
延
喜
式
』
に
は
、
縫
殿
寮
の
神
の
筆
頭
と
し
て

「
御
匣
殿
の
神
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
の
御
衣
の
裁
縫
は
王
権
祭
祀
の

一
環
だ
っ
た
と
言
え
る
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
本
発
表
で
は
帝
が
出
生
の
秘
密
を
知
っ
た
事
実
と
王

命
婦
が
御
匣
殿
に
ま
つ
わ
っ
て
語
ら
れ
る
事
実
と
の
間
に
強
い
因
果
関
係
が
あ

る
と
見
る
。
具
体
的
に
は
、
王
命
婦
の
最
後
の
記
事
が
、
冷
泉
皇
権
を
賦
活
さ

せ
、
御
代
の
揺
ら
ぎ
を
収
束
さ
せ
る
物
語
表
現
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を

説
き
た
い
。
そ
の
上
で
、
生
前
の
藤
壺
が
自
ら
の
「
御
か
は
り
」
と
し
て
王
命

婦
を
帝
に
近
侍
さ
せ
た
真
意
は
、
そ
の
即
位
実
現
と
後
の
御
代
の
安
泰
を
祈
る

呪
術
行
為
に
あ
っ
た
、
と
い
う
結
論
を
導
き
た
い
。

倭
訓
栞
の
和
歌

弘
前
大
学
専
任
講
師

平
井

吾
門

近
世
中
期
に
編
纂
さ
れ
た
「
倭

訓

栞
」
は
、
初
期
稿
本
で
あ
る
「
自
筆
本
」
、

わ
く
ん
の
し
お
り

刊
行
直
前
の
姿
を
示
す
転
写
本
「
清
逸
本
」
、
完
成
品
で
あ
る
「
整
版
本
」
が

す
が
は
や

知
ら
れ
て
お
り
、
近
代
国
語
辞
書
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
近
世
の
三
大
国
語

辞
書
の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
成
立
過
程
や
具
体
的
な
特
色

に
関
す
る
研
究
は
進
ん
で
い
な
い
。
本
発
表
は
、
倭
訓
栞
の
語
釈
に
引
用
さ
れ

る
諸
用
例
の
中
で
、
明
ら
か
に
特
異
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
和
歌
（
短
歌
）
に

注
目
し
、
そ
の
内
実
を
探
る
こ
と
で
倭
訓
栞
の
成
立
過
程
の
一
端
を
解
明
す
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

倭
訓
栞
に
は
、
国
書
や
漢
籍
、
仏
典
か
ら
の
豊
富
な
用
例
が
確
認
で
き
る
が
、

語
釈
で
は
原
則
と
し
て
改
行
は
行
わ
れ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
「
○
」
記
号
で
段

落
区
分
が
為
さ
れ
て
お
り
、
用
例
の
多
く
は
部
分
的
な
抄
出
に
留
ま
る
。
し
か

し
、
和
歌
に
限
っ
て
は
、
一
首
丸
ご
と
抜
き
出
し
た
上
で
、
改
行
及
び
一
字
下

げ
を
行
う
独
自
の
体
裁
で
掲
出
す
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。
一
行
に
二
行
以
上
を

収
め
な
い
と
い
う
罫
線
の
使
用
原
則
も
、
和
歌
掲
出
の
際
に
は
守
ら
れ
て
お
ら

ず
、
一
行
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
る
点
も
指
摘
で
き
る
。

こ
れ
を
踏
ま
え
て
、
自
筆
本
・
清
逸
本
・
整
版
本
各
々
に
見
ら
れ
る
和
歌
を

抜
き
出
し
、「
そ
の
典
拠
（
歌
集
等
）」
及
び
「
見
出
し
語
と
の
関
連
性
」
を
指

標
と
し
て
、
各
本
ご
と
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
適
宜
同
著
者

に
よ
る
随
筆
「
鋸

屑

譚
」
と
の
比
較
を
行
い
つ
つ
、
諸
本
間
の
相
違
点
に
つ

お
が
く
ず
ば
な
し

い
て
考
察
す
る
こ
と
で
、
倭
訓
栞
の
編
纂
態
度
が
変
化
す
る
様
子
を
追
う
。

以
上
の
調
査
を
通
じ
て
、
次
の
結
論
を
得
た
。

①
自
筆
本
で
は
、
典
拠
や
語
義
が
疑
わ
し
い
和
歌
で
あ
っ
て
も
採
録
す
る
。

清
逸
本
で
は
、
そ
れ
ら
が
整
理
さ
れ
る
と
と
も
に
和
歌
が
増
大
し
て
多
角
的
な

表
現
が
為
さ
れ
る
。
整
版
本
で
は
整
理
が
進
む
が
、
新
規
に
追
加
さ
れ
る
和
歌

も
僅
か
に
存
在
し
、
編
纂
方
針
を
特
徴
づ
け
る
。

②
倭
訓
栞
の
編
纂
に
伴
い
、
和
歌
の
典
拠
と
し
た
類
題
集
や
歌
集
が
増
強
さ

れ
、
初
出
の
追
求
や
実
証
性
の
確
立
が
進
む
。
そ
れ
に
よ
り
倭
訓
栞
は
、
「
雑

多
な
情
報
を
含
む
単
語
集
」
か
ら
「
学
術
的
な
考
察
を
伴
う
辞
書
」
へ
と
編
纂

態
度
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

【
研
究
発
表
会
／
Ａ
会
場

午
後
】
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シ
フ
ェ
ー
ル
訳
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
親
子
関
係

―om
bre

の
表
象
す
る
も
の
―

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
・
早
稲
田
大
学
大
学
院
生

常
田

槙
子

『
源
氏
物
語
』
で
は
、
特
定
の
人
物
に
同
じ
修
飾
語
が
繰
り
返
し
用
い
ら
れ

た
り
、
あ
る
場
面
に
同
じ
語
が
何
度
も
用
い
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
、
そ
の
人

物
の
性
格
や
場
面
の
全
体
像
を
規
定
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。し
か
し
、

『
源
氏
物
語
』
を
翻
訳
す
る
と
き
、
必
ず
し
も
そ
れ
ら
全
て
が
同
じ
単
語
を
使

っ
て
翻
訳
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
『
源
氏
物
語
』
の

世
界
そ
の
も
の
を
そ
っ
く
り
移
し
替
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
一
方
で
翻
訳

が
原
文
を
離
れ
て
新
た
な
意
味
世
界
を
構
築
す
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
文
で
は
共
通
の
単
語
が
使
わ
れ
て
お
ら
ず
、
関
連
性

を
見
い
だ
し
に
く
い
言
葉
が
、
同
じ
単
語
を
用
い
て
翻
訳
さ
れ
る
と
き
、
特
に

そ
こ
に
一
定
の
条
件
が
認
め
ら
れ
う
る
場
合
、
そ
の
よ
う
な
単
語
の
選
択
に
新

た
な
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
発
表
者
は
考
え

る
。本

発
表
で
は
、
ル
ネ
・
シ
フ
ェ
ー
ル
（René

Sieffert
）
に
よ
る
仏
訳
『
源

氏
物
語
』（Le

D
it

du
G

enji

）
に
お
け
る
、om

bre
（
複
数
の
意
味
が
あ
る

が
、
一
義
的
な
意
味
で
は
「
か
げ
」
）
と
い
う
語
の
用
い
ら
れ
方
を
中
心
に
検

討
す
る
。
同
語
は
『
源
氏
物
語
』
本
文
中
の
「
か
げ
」
の
訳
語
と
し
て
、
主
に

親
子
関
係
に
用
い
ら
れ
、
子
に
対
す
る
親
の
庇
護
や
子
か
ら
見
た
親
の
面
影
を

意
味
す
る
場
合
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、「
か
げ
」
の
み
な
ら
ず
「
面

影
」
や
「
た
ま
（
魂
）
」
の
訳
語
と
し
て
も
、
用
例
は
少
な
い
が
、
主
に
光
源

氏
、
桐
壺
帝
、
桐
壺
更
衣
の
関
係
の
中
で
の
使
用
が
認
め
ら
れ
、
大
君
の
詠
ん

だ
和
歌
の
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
本
発
表
で
は
、
特
定
の
人
物
に
繰

り
返
し
用
い
ら
れ
る
例
と
し
て
、
光
源
氏
と
血
縁
的
つ
な
が
り
の
あ
る
人
物
間

で
当
該
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
ケ
ー
ス
と
、
八
の
宮
、
大
君
、
中
の
君
の
関
係
で

用
い
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
に
焦
点
を
当
て
る
。om

bre

は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
、「
闇
」
や
「
死
」
な
ど
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
を
も
表
し
う
る
単
語
で
あ
る
。om

bre

が
、
こ
れ
ら
二
組
の
親
子
間
に
多
く
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
意
味
を
、
シ
フ
ェ
ー

ル
の
作
品
理
解
に
つ
な
げ
て
考
察
す
る
。

近
代
の
『
竹
取
物
語
』
流
布
に
つ
い
て

―
教
科
書
、
絵
本
を
中
心
と
し
て
―

弘
前
大
学
大
学
院
生

小
西

周
平

『
竹
取
物
語
』
は
「
だ
れ
も
が
幼
い
時
に
一
度
は
聞
い
た
り
読
ん
だ
り
し
た

こ
と
が
あ
る
」
と
い
っ
た
形
容
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
松
谷
み
よ
子
は

絵
本
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
に
お
い
て
「
日
本
人
な
ら
ば
一
度
は
出
会
わ
な
く
て
は

な
ら
な
い
物
語
」
と
言
及
し
た
。
確
か
に
『
竹
取
物
語
』
は
昭
和
の
は
じ
め
に

使
わ
れ
た
国
定
教
科
書
よ
り
、
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
と
名
を
変
え
て
学
校
教
育
の

場
で
使
用
さ
れ
て
き
た
の
を
皮
切
り
に
、
以
後
、
絵
本
「
か
ぐ
や
ひ
め
」
か
、

あ
る
い
は
古
典
教
材
と
し
て
の
「
竹
取
物
語
」
の
い
ず
れ
か
で
、
こ
の
物
語
に

幼
少
期
か
ら
学
童
期
に
お
い
て
触
れ
る
こ
と
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
学
校
教
育
に
お
い
て
『
竹
取
物
語
』
が
「
定
番
の
昔
話
」
の
よ
う

に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
は
、
そ
の
学
校
教
育
自
身
が
流
布
し
た
「
か

ぐ
や
ひ
め
」
が
要
因
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
国
定
教
科
書
の
編
纂
趣
旨
取
扱

に
は
「
多
く
の
男
に
戀
さ
れ
る
場
面
を
削
除
し
て
兒
童
む
き
の
讀
物
と
し
て
改

作
し
た
も
の
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
編
纂
意
図
が
『
竹
取
物
語
』
を
当
時

の
児
童
に
向
け
て
広
め
る
た
め
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
文
の
内

容
に
つ
い
て
「
「
竹
取
物
語
」
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
説
明
の
必

要
は
有
り
ま
せ
ん
が
…
…
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
『
竹
取
物
語
』

の
普
及
具
合
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
で
絵
本
な
ど
に
い
く
つ
か
散
見
さ
れ
る
も
の
と
同
じ
く
国
定
教
科
書
内

で
は
「
天
皇
」
を
「
と
の
さ
ま
」
と
あ
ら
た
め
て
い
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
各
々

の
時
勢
に
ふ
さ
わ
し
い
と
は
判
断
さ
れ
ず
に
、改
変
さ
れ
た
個
所
も
み
ら
れ
る
。

何
故
、
こ
の
よ
う
に
改
変
を
し
て
ま
で
、
『
竹
取
物
語
』
が
流
布
さ
れ
て
い
っ
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た
の
か
。
本
発
表
で
は
現
在
ま
で
の
教
科
書
教
材
、
絵
本
と
し
て
の
取
り
上
げ

ら
れ
方
に
着
目
し
な
が
ら
、『
竹
取
物
語
』
の
受
容
に
つ
い
て
一
考
を
述
べ
る
。

「
師
表
」
か
ら
「
歴
史
」
へ

―
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
西
鶴
流
行
現
象
と
内
田
不
知
庵

木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校
講
師

大
貫

俊
彦

本
発
表
は
明
治
二
〇
年
代
初
頭
に
お
け
る
井
原
西
鶴
の
流
行
現
象
に
関
し

て
、
こ
れ
に
文
芸
批
評
と
い
う
立
場
か
ら
関
わ
っ
た
内
田
不
知
庵
（
後
の
魯
庵
）

の
西
鶴
評
価
と
そ
こ
で
提
示
さ
れ
た
同
時
代
的
な
意
義
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察

す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
不
知
庵
の
西
鶴
評
価
は
、
野
村
喬
氏
ら
に
よ
り
、
尾
崎
紅
葉
や
幸

田
露
伴
が
西
鶴
の
文
体
を
模
し
た
小
説
を
発
表
す
る
一
方
で
、
文
体
よ
り
も
着

眼
の
良
さ
に
注
目
し
、
写
実
主
義
的
文
学
観
の
も
と
で
西
鶴
が
描
く
「
人
情
の

微
」
や
「
情
致
」
を
高
く
評
価
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
議
論
さ
れ
な
い
が
、
本
来
こ
の
西
鶴

評
価
の
前
提
に
は
、
西
鶴
が
注
目
を
浴
び
る
前
か
ら
そ
の
作
品
に
言
わ
れ
て
き

た
二
つ
の
問
題
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
、
①
西
鶴
の
説
話
構
成
が
極
め
て
不
徹

底
で
、
②
そ
の
好
色
物
が
猥
褻
だ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
明
治

二
二
年
の
時
点
で
小
説
の
「
師
表
」
と
ま
で
説
い
た
不
知
庵
の
西
鶴
評
価
の
な

か
で
、
こ
れ
ら
が
ど
う
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
批
評
に
お
け
る
議
論
の
進
め

方
に
注
目
し
な
が
ら
検
証
す
る
。

こ
こ
で
示
唆
的
な
の
は
、
不
知
庵
の
批
評
に
は
西
鶴
と
馬
琴
を
巧
み
に
対
比

さ
せ
て
前
者
を
評
価
す
る
と
い
う
構
図
が
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
こ
で

は
馬
琴
の
文
章
や
卓
越
し
た
構
成
力
を
批
判
し
、
西
鶴
が
穿
つ
「
人
情
の
秘
奥
」

が
評
価
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
西
鶴
は
馬
琴
の
評
価
を
め
ぐ
る
文
学
観
の
表
出
と

し
て
、
裏
を
返
せ
ば
馬
琴
に
支
え
ら
れ
る
形
で
論
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

る
。

し
か
し
、
明
治
二
三
年
に
不
知
庵
が
西
鶴
本
の
翻
刻
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る

と
そ
の
評
価
に
は
明
ら
か
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
「
師
表
」
か
ら

「
歴
史
的
な
作
品
」
へ
と
評
価
が
変
わ
り
、
西
鶴
の
作
品
は
「
端
物
（
ス
ケ
ッ

チ
）
」
と
さ
れ
、
伏
せ
字
も
施
さ
れ
る
。
西
鶴
流
行
現
象
の
最
中
で
見
ら
れ
る

こ
の
転
換
は
、
個
人
的
な
文
学
観
の
変
化
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
発
表
で
は
こ

こ
に
西
鶴
の
作
品
が
持
っ
て
い
た
同
時
代
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
の
喪
失
を
見
出

す
。
そ
こ
で
は
「
結
構
」
対
「
写
実
」
と
い
う
構
図
で
文
学
を
論
じ
る
枠
組
み

が
失
効
し
、
そ
れ
と
同
時
に
歴
史
的
な
作
品
と
し
て
の
西
鶴
評
価
が
生
じ
た
こ

と
を
指
摘
す
る
。

イ
メ
ー
ジ
は
文
学
と
い
か
に
関
わ
る
か

―
文
学
の
発
生
に
関
す
る
一
私
論
―

苫
小
牧
駒
澤
大
学
教
授

林

晃
平

文
学
は
核
と
な
る
出
来
事
あ
る
い
は
事
象
が
あ
り
、
そ
れ
に
感
情
を
交
え
て

言
語
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
。
そ
れ
は
イ
メ
ー
ジ
を
以
っ
て

形
象
化
さ
れ
、
口
頭
あ
る
い
は
文
字
化
さ
れ
て
伝
承
さ
れ
て
い
く
。
し
か
し
、

イ
メ
ー
ジ
そ
の
も
の
が
文
学
を
生
み
出
す
と
い
う
逆
の
場
合
も
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
イ
メ
ー
ジ
が
こ
と
ば
を
生
み
出
し
、
文
学
を
生
み
出
し
て
い
く
と
い
う

可
能
性
に
つ
い
て
考
え
た
い
。

例
え
ば

近
世
に
な
っ
て
登
場
す
る
亀
趺
と
い
う
亀
の
形
象
を
台
座
に
持
つ

異
形
の
石
碑
が
あ
る
。
こ
の
亀
趺
の
い
く
つ
か
に
は
伝
説
が
付
随
し
て
い
る
。

長
崎
市
の
大
音
寺
の
そ
れ
は
、
碑
文
を
す
べ
て
読
み
下
す
と
亀
が
動
き
出
す
と

い
う
。
鹿
児
島
県
宮
之
城
町
の
宗
功
寺
跡
墓
地
に
あ
る
「
祖
先
世
功
の
碑
」
も
、

碑
の
文
を
一
度
も
間
違
わ
ず
に
読
み
上
げ
た
ら
亀
が
動
き
出
し
て
川
内
川
の
水

を
飲
み
に
行
く
、
ま
た
、
姫
路
市
の
随
願
寺
も
、
碑
文
を
一
字
の
誤
り
も
な
く

読
む
と
碑
石
の
亀
が
動
く
、
と
い
う
。
亀
趺
の
異
形
の
亀
に
触
発
さ
れ
て
発
生

し
た
こ
れ
ら
の
伝
説
の
成
立
は
、
当
然
な
が
ら
亀
趺
を
持
つ
石
碑
が
建
立
さ
れ
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る
江
戸
期
以
降
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
域
を
異
に
す
る
こ
れ
ら
三
例
に
共
通
す

る
の
は
、
碑
文
を
読
む
こ
と
で
亀
が
動
く
こ
と
で
あ
る
が
、
互
い
の
影
響
関
係

は
見
出
し
が
た
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
簡
潔
な
伝
説
が
松
江
市
の
月
照
寺
の

場
合
は
些
か
異
な
っ
て
い
る
。
記
録
さ
れ
た
例
と
し
て
は
小
泉
八
雲
の
エ
ッ
セ

イ
の
み
で
あ
る
が
、
夜
な
夜
な
亀
が
池
で
泳
ぐ
の
で
、
亀
の
頚
を
折
る
こ
と
で

鎮
め
た
と
い
う
と
い
う
伝
承
は
、
二
メ
ー
ト
ル
近
い
巨
大
な
亀
趺
の
威
圧
感
の

た
め
、
人
食
い
大
亀
を
鎮
め
る
た
め
に
亀
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
異
伝

す
ら
持
つ
。そ
こ
に
伝
説
か
ら
文
学
が
成
立
し
て
い
く
過
程
を
見
る
の
で
あ
る
。

こ
の
倒
立
し
た
因
果
関
係
は
、
文
学
が
単
な
る
こ
と
ば
や
文
字
だ
け
で
な
く
、

そ
こ
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
に
説
か
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
い
え
る
。

な
お
、
本
発
表
は
科
学
研
究
費
助
成
事
業
（
課
題
番
号
２
４
５
２
０
２
２
９

「
図
像
と
文
学
形
成
の
関
連
に
つ
い
て
の
基
礎
的
研
究
」
）
の
成
果
の
一
部
で

あ
る
。

【
研
究
発
表
会
／
Ｂ
会
場

午
前
】

『
日
本
霊
異
記
』
の
地
名

元
國
學
院
大
学
大
学
院
特
別
研
究
生

岩
井

護

『
日
本
霊
異
記
』
は
、
上
・
中
・
下
三
巻
の
百
三
十
六
話(

上
巻
三
五
・
中

巻
四
二
・
下
巻
三
九
話)

か
ら
な
る
日
本
最
初
の
仏
教
説
話
集
で
、
そ
こ
に
は

多
く
の
「
地
名
」
が
出
て
く
る
。

そ
れ
ら
の
中
に
現
れ
る
「
地
名
」
は
、
延
べ
百
九
十
一(

上
巻
六
六
・
中
巻

五
四
・
下
巻
七
一)

を
数
え
、
こ
れ
を
「
国
」
と
「
郡
」
と
の
「
異
な
り
語
数
」

で
見
る
と
、「
大
和
」「
紀
伊
」
な
ど
の
国
名
が
三
十
六
、「
高
市
」「
名
草
」
な

ど
の
郡
名
が
八
十
三
と
な
る
。

ま
た
、
「
熊
野
の
村
」
や
「
弥
気
の
里
」
の
よ
う
な
「
村
」
や
「
里
」
の
ほ

か
、
「
富
岻
嶺
」
や
「
大
井
河
」
と
い
っ
た
「
山
」
や
「
川
」
な
ど
も
数
え
る

と
、
そ
の
数
は
、
さ
ら
に
増
え
る
。

一
方
、
和
銅
六
年(

七
一
三)

の
「
畿
内
七
道
諸
国
郡
郷
名
、
着
二

好
字
一

」
と

い
う
官
命
お
よ
び
、
民
部
省
の
「
凡
諸
国
部
内
郡
里
等
名
、
並
用
二

二
字
一

、
必

取
二

嘉
名
一

」
と
の
行
政
地
名
表
記
の
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
、
一
字
ま
た

は
三
・
四
字
で
表
し
て
い
た
「
地
名
」
を
、
字
義
の
よ
い
二
字
で
表
す
こ
と
に

な
る
。

だ
が
、
奈
良
時
代
の
国
語
資
料
と
目
さ
れ
る
『
日
本
霊
異
記
』
に
は
、
わ
ず

か
な
が
ら
「
泉
郡
」
な
ど
の
一
字
表
記
や
、
「
阿
育
地
郡
」
な
ど
の
三
字
表
記

が
存
在
し
て
い
る
。
ま
た
、
表
記
に
つ
い
て
も
、「
阿
倍(

村)

」「
宇
佐(

郡)

」

な
ど
、
多
く
は
万
葉
仮
名
で
表
さ
れ
る
反
面
、「
軽
嶋
」「
蓼
原
」
な
ど
、
万
葉

仮
名
以
外
の
表
記
も
少
な
く
な
い
。

今
回
は
、『
日
本
霊
異
記
』
の
「
地
名
」
に
つ
い
て
、『
風
土
記
』
な
ど
、
関

連
文
献
と
の
対
照
を
は
じ
め
、
「
寺
名
」
や
「
人
名
」
に
も
言
及
し
な
が
ら
、

幾
つ
か
の
課
題
を
整
理
し
て
、
『
日
本
霊
異
記
』
の
「
地
名
」
に
関
す
る
様
相

を
纏
め
る
も
の
と
す
る
。

大
英
博
物
館
所
蔵
『
伊
吹
童
子
』
考

―
弥
三
郎
と
酒
呑
童
子
の
造
形
に
着
目
し
て
―

日
本
大
学
大
学
院
生

荒
川

真
一

酒
呑
童
子
の
出
生
を
描
く
物
語
に
『
伊
吹
童
子
』
が
あ
る
。
こ
の
物
語
は
酒

呑
童
子
の
故
郷
を
伊
吹
山
、
暴
虐
を
働
く
地
を
大
江
山
に
設
定
し
、
酒
呑
童
子

が
伊
吹
山
か
ら
大
江
山
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
描
く
も
の
で
あ
る
。
物
語
は
室

町
後
期
か
ら
江
戸
初
期
に
か
け
て
成
立
し
、
酒
呑
童
子
像
の
享
受
を
考
え
る
に

あ
た
り
重
要
な
位
置
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
発
表
で
は
大
英
博
物
館
所
蔵
本
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
）
に
焦
点
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を
当
て
る
。
本
絵
巻
は
完
本
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
具

体
的
な
本
文
分
析
は
充
分
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
酒
呑
童
子
と

そ
の
父
で
あ
る
弥
三
郎
の
造
形
に
着
目
し
、
本
絵
巻
の
特
徴
を
他
の
伝
本
類
と

の
比
較
を
も
っ
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

酒
呑
童
子
は
成
長
す
る
に
従
い
、
弥
三
郎
の
持
つ
性
格
を
顕
現
さ
せ
る
こ
と

か
ら
、
〈
酒
呑
童
子
〉
＝
〈
弥
三
郎
〉
と
い
う
関
係
を
見
出
せ
る
。
こ
の
関
係

に
よ
り
酒
呑
童
子
と
弥
三
郎
の
造
形
は
密
接
に
結
び
つ
く
も
の
と
い
え
る
が
、

弥
三
郎
の
造
形
に
は
伝
本
間
で
差
が
見
ら
れ
る
。
他
の
伝
本
類
は
蛇
神
的
性
格

を
も
っ
た
荒
ぶ
る
神
と
し
て
造
形
さ
れ
る
が
、
本
絵
巻
で
は
そ
の
よ
う
な
神
性

は
薄
れ
、
反
社
会
的
存
在
と
し
て
の
側
面
が
強
調
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
絵
巻

で
は
前
半
の
弥
三
郎
の
物
語
に
お
い
て
、
〈
弥
三
郎
〉
対
〈
大
野
木
（
弥
三
郎

の
義
父
）
〉
と
い
う
対
立
構
造
の
も
と
、
妖
怪
退
治
譚
と
し
て
の
酒
呑
童
子
説

話
を
再
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
〈
酒
呑
童
子
〉
＝
〈
弥
三
郎
〉
と
い
う
関
係
を

強
調
し
て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
弥
三
郎
の
性
格
を
継
承
す
る
だ
け
に
留

ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
絵
巻
に
お
け
る
酒
呑
童
子
は
地
方
の
豪
族
に
討
伐
可
能

な
存
在
と
な
り
、
妖
怪
退
治
譚
に
お
け
る
朝
敵
と
は
な
り
え
な
い
。
他
の
伝
本

類
で
は
酒
呑
童
子
は
最
澄
と
の
対
立
に
よ
る
仮
死
、
大
江
山
に
お
け
る
再
生
を

経
て
、
弥
三
郎
的
性
格
を
完
成
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
酒
呑
童
子
は
荒
ぶ

る
神
で
あ
る
弥
三
郎
そ
の
も
の
と
い
え
る
。
対
し
て
、
本
絵
巻
で
は
最
澄
と
の

対
立
前
に
弥
三
郎
的
性
格
を
完
成
さ
せ
、
死
と
再
生
の
過
程
を
踏
ま
せ
る
。
こ

れ
に
よ
り
弥
三
郎
を
超
越
し
た
反
社
会
的
存
在
と
し
て
、
妖
怪
退
治
譚
へ
と
繋

が
る
酒
呑
童
子
を
造
形
し
て
い
る
と
い
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
殺
人

―
柳
美
里
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
論
―

早
稲
田
大
学
大
学
院
生

康

潤
伊

柳
美
里
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
を
「
一
四
歳
の
少
年
に
よ
る
父
殺
し
の
物

語
」
と
概
括
し
た
と
き
、
読
み
は
二
つ
の
方
向
に
収
斂
さ
れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
作
中
の
少
年
を
神
戸
連
続
児
童
殺
傷
事
件
の
加
害
者
と
重
ね
る
方
向

と
、
普
遍
的
な
エ
デ
ィ
プ
ス
的
父
子
の
対
立
と
そ
の
超
克
の
物
語
と
す
る
方
向

で
あ
る
。
こ
れ
は
神
戸
の
事
件
が
本
作
の
執
筆
背
景
に
あ
る
こ
と
な
ど
に
起
因

す
る
が
、
見
落
と
せ
な
い
パ
ラ
テ
ク
ス
ト
は
他
に
も
あ
る
。
少
年
を
描
い
て
い

る
の
は
女
性
作
家
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
作
者
で
あ
る
柳
美
里
は
在
日
朝
鮮
人

（
本
発
表
に
お
い
て
は
こ
の
語
を
、
朝
鮮
半
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
す
べ
て
の
人

を
指
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
）
で
あ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
今
ま
で
後
景
に

置
か
れ
て
き
た
こ
れ
ら
の
点
に
着
目
し
本
作
を
読
ん
で
い
く
こ
と
で
、
新
た
な

読
み
を
提
示
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
発
表
の
目
的
で
あ
る
。

ま
ず
、
柳
美
里
の
「
殺
人
ほ
ど
他
者
に
入
り
込
む
行
為
は
な
い
」
（
切
通
理

作
「
〈
柳
美
里
〉
を
演
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
ら
、
死
ぬ
し
か
な
い
―
柳
美
里
ロ

ン
グ
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」『
文
學
界
』
二
〇
〇
〇
・
九
」）
と
い
う
認
識
を
参
照

し
、
こ
の
言
説
を
テ
ク
ス
ト
分
析
か
ら
補
完
す
る
こ
と
で
、
少
年
に
よ
る
殺
人

の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。
殺
人
は
憎
悪
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
他
者
と
信

頼
関
係
を
結
ぼ
う
と
す
る
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
柳
は
、「
虚
構
化
し
易
い
た
め
少
年
の
方
が
書
き
や
す
い
」（
筒
井
康
隆
・

柳
美
里
「
対
談

魂
を
襲
っ
た
大
地
震
―
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
』
を
め
ぐ
っ

て
」
『
新
潮
』
一
九
九
九
・
二
）
と
語
っ
て
い
る
。
作
中
に
お
い
て
こ
の
「
虚

構
化
」
は
ど
こ
に
表
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
が
何
を
も
た
ら
し
た
か
に
つ
い
て
、

先
に
明
ら
か
に
し
た
殺
人
の
内
実
を
踏
ま
え
な
が
ら
考
察
す
る
。
そ
し
て
少
年

が
信
頼
関
係
を
結
ぼ
う
と
し
た
他
者
た
ち
に
共
通
す
る
点
―
彼
・
彼
女
ら
が
在

日
朝
鮮
人
も
し
く
は
そ
う
し
た
人
々
と
近
し
い
人
間
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
少
年

が
作
中
に
お
い
て
誰
か
ら
も
漢
字
名
で
呼
ば
れ
ず
、
ま
た
語
り
手
か
ら
も
固
有

名
で
呼
ば
れ
な
い
こ
と
と
を
合
わ
せ
て
考
察
し
な
が
ら
、
『
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
』
が
内
包
し
て
い
た
、
柳
美
里
の
作
品
史
に
お
け
る
新
た
な
意
味
を
見
出
し

て
い
く
。
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